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所得税と市県民税の申告受付が始まります所得税と市県民税の申告受付が始まります
問　所得税の確定申告…刈谷税務署（☎21-6211）、市県民税の申告…税務課（☎62-1205）

申告フローチャート 申告が必要かどうか、確定申告か市県民税申告かを簡易的に判断できます。
※申告する人の状況によって異なる場合があります。

　申告に必要なもの（主な例）
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＊1

収入なしまたは非課税となる収入（遺族年金、障害年金など）のみ 申告不要＊2

申告不要

市県民税申告

確定申告
（市役所・

出張会場可＊3）

申告不要

市県民税申告

確定申告
（市役所・

出張会場可＊3）

市県民税申告＊4

確定申告
（税務署のみ）

主に
公的年金収入

 400万円以下の公的年金収入のみで申告する控除がない

 ◦公的年金収入が400万円を超えている
 ◦公的年金収入以外に20万円を超える所得がある
 ◦医療費控除などの控除を追加・変更する

 年末調整済の給与収入（1カ所）のみ

 給与収入以外に20万円以下の所得がある

 ◦給与収入以外に20万円を超える所得がある
 ◦2カ所以上からの給与収入がある
 ◦医療費控除などの控除を追加・変更する
 ◦年末調整をしていない

 所得金額より所得税の控除金額の方が多い
 （所得税がかからない）

 所得金額より所得税の控除金額の方が少ない
 （所得税がかかる）

主に
給与収入

◦営業、農業
◦不動産
◦譲渡（株式、
　土地ほか）
◦過年度分ほか

　＊1　市内在住で住民登録がある場合は、確定申告のみ受付可
　＊2　所得証明書が必要な人および国民健康保険の軽減措置を受ける人などは申告が必要
　＊3　暗号資産に関する所得の申告、雑損控除・住宅借入金等特別控除・国外親族の扶養控除の申告、退職金
　　　  を受け取った人の申告などは受付不可
　＊4　営業所得などの経費の該当の適否などは税務署へ。

市県民税申告が必要となった場合でも、申告により所得税の還付を受ける場合は確定申告をする必要があります。

対象者 必要なもの

全ての人 本人確認書類（マイナンバーカードほか）、昨年の確定申告書の控え、
利用者識別番号（16桁）と暗証番号が分かるもの（お持ちの人）

所得税の還付申告をする人 還付を受ける本人名義の金融機関の口座が確認できるもの
収
入
関
係

給与収入、年金収入がある人 源泉徴収票（給与支払者・年金支払者が発行）
報酬や謝礼、個人年金を受け取った人 支払調書、シルバー人材センター配分金支払証明書など
その他収入がある人 収入金額および必要経費が分かる書類

控
除
関
係

社会保険料、生命保険料、地震保険料を
支払った人 払込証明書、控除証明書、領収書

医療費控除を受けたい人 医療費控除の明細書、医療費通知、おむつ使用証明書ほか

※医療費控除の明細書の事前作成が必須

ふるさと納税などの寄付金を支払った人 寄付金の領収書・証明書
※確定申告を行うとワンストップ特例申請は無効

障害者手帳などをお持ちの人 障害者手帳、障害者控除対象者認定書など

 400万円以下の公的年金収入以外に20万円以下の所得が
 ある


